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1. はじめに 

本研究室では,焼却灰などの廃棄物を主原料とした混合セメントの作製と,この混合セメントで作製し

た硬化体の研究を行ってきた.本論では、この硬化体を漁礁や消波ブロックなど海洋構造物としての活用

を目指した.特にこの硬化体（モルタル）が海洋環境において強度・化学的な影響を明らかにした. 

2. 供試体作製と養生 

本混合セメントは,表１に示すように川辺焼却灰,骨灰,石炭灰,廃石膏の廃棄物とセメントを原料とし

て微粉砕・混合だけで混合セメントを製造した.混合セメントと細骨材と粗骨材を重量比 1:2:3、水セメ

ント比 40%で混合・締固めで供試体を作製した,この硬化体（コンクリート）供試体を主に骨材の混合

割合を変えた。No.１~No.３の供試体は原料割合が焼却灰 44％、骨灰 6％、石炭灰 14％、セメント 29％、

廃石膏 6％とし、添加剤添加割合が異なるだけである。No.４は水セメント比が 35%とし、砂の混合割合

を減少させた。コンクリート供試体の養生場所は、コンクリート養生室と海中,飛沫で 1 年間養生した。 

3. 実験方法 

養生させたコンクリート供試体 1 年間後,コンクリー

ト供試体の動弾性係数と強度試験をした.動弾性係数は,

ヤング率測定器を用いて一次共鳴振動数を測定し,動弾

性係数を求めた.一般には,コンクリートの非破壊検査の

手段として利用されるが,圧縮強度試験と併用すること

で圧縮強度と動弾性係数との比較ができ,コンクリート

供試体の強度変化がより明確になると考えた. 

4. 養生室・飛沫・海中の違いによる強度変化 

 No.1～No.4 すべてにおいて養生室に 1 年間養生した

ものが最も強度が低く,飛沫,海中いずれも強度が増加し

ている.また海中での強度が一番大きい結果となった.動

弾性係数は強度が増加すると大きくなる.そのため,強度

と同様に海中養生の動弾性係数が最も大きくなる.しか

し,まだ 1 年だけなので長期にしては短くさらに養生を

続けるべきである.参考文献１)で,普通ポルトランドセメン

ト,中庸熱ポルトランドセメント,高炉セメントで作製した供

試体は強度低下がないが,アルミナセメントで作製した供試

体は強度低下の傾向を示す.図 2 に圧縮強度と動弾性係数の

相関を示す.図に示すように,圧縮強度と動弾性係数はほぼ比

例している.相関係数 R=0.757 とやや強い相関が得られた.

すなわち,動弾性係数で強度推定が可能であろう. 

5. 化学組成と強度変化 

表 2に蛍光 X線分析装置により得られた,養生した供試体の化学組成を示す. なお,このデータは 4供試

体の平均値である.表に示すように供試体内部の化学組成は養生の違いによる変化はない.このことよ
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図1 圧縮強度と動弾性係数の関係
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図2 圧縮強度と動弾性係数の相関
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